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1. はじめに 

 人口減少や少子高齢化が進み，商店街のシャッタ

ー街化などによる地域の活力の低下が懸念される中，

都市の魅力を向上させ，まちなかににぎわいを創出

することが多くの都市に共通して求められている．

国土交通省では「居心地が良く歩きたくなる」空間づ

くりを促進し，魅力的なまちづくりを推進しており，

336 都市がWalkable Eye level Diversity Open“WE DO”

の考え方に共鳴し，政策実施のパートナーとして，と

もに具体的な取り組みを進めている(2022.11 時点)1)．

今後，本事業を広範囲に展開していくために，歩行者

の視点に立ち，より魅力的な歩行空間の整備を効率

的，効果的に行う必要がある．従来の一般的な街路評

価手法はアンケート調査等であり，歩行者は回答に

時間を費やし，質問者も労力を要する． 

 歩行空間の質を表す指標として適切な役割を果た

す可能性が期待される歩行者の外形的特徴を用いた

街路評価手法に関する既往研究として関口ら 2)は，

技術の進展により自動数値化の技術が進む“笑顔”を

用いた歩行空間評価指標の確立を目的とした研究を

行っている．しかし，これは笑顔度の大小でしか街路

を評価することができない．以上より，本研究では，

感情認識 AI が認識可能な歩行者の条件を明確にし，

新たな街路評価手法の検討を行うことで今後，歩行

者の外形的特徴である笑顔以外の表情にも着目した

新たな街路評価手法となることが期待できる． 

 

2. 研究方法 

(1)表情の取得 

 本研究では，感情認識条件検討のために複数パタ

ーンで被験者 1 名の顔位置撮影を本校グラウンドに

て行った．撮影媒体との距離は 1~10mまで，顔の向

きは 0°，45°，90°，人物の状態はマスク着用，透明な 

ビニール傘，ポリエステル 100%の傘，眉毛を出す，

帽子着用といったように条件を変えて撮影を行なっ

た．感情認識調査概要については表-1に示す． 

(2)表情分析 

どのような条件であれば感情認識 AI による表情

の分析が可能なのかを明確にするため，本研究では

感情認識 AIに Google Cloud Vision API公式サイトの

デモを用いた．レスポンスには，検出されたすべての

顔の境界ボックス，顔で検出されたランドマーク(眼，

鼻，口など)，顔の信頼性の評価，画像のプロパティ

(喜び，悲しみ，怒り，驚き，露光，ぼやけ，帽子)が

含まれる．画像のプロパティに関する分析結果は不

明，可能性が非常に低い，低い，おそらくそう，高い，

非常に高い，の 6 つの度合いで示される．顔の信頼

性の評価に関しては画像のプロパティに対する検出

精度が百分率で示される．感情認識 AIによる検出結

果の一例を図-1に示す． 

 

表-1 感情認識調査概要 

実施日 令和 4 年 11 月 8 日(火) 

撮影場所 長野高専グラウンド 

時間帯 14 時頃 

天候 曇り 

撮影媒体 iPhone12 

画素数 4032×3024，画角 120° 

撮影媒体の高さ 1m 

人物の状態 ノーマル，マスク着用， 

眉が見える状態 

持ち物 ビニール傘，ポリエステル傘 

付帯物 帽子 

撮影距離 1~10m(1m 間隔) 

撮影角度 0°(正面)，45°(斜め)，90°(真横) 

 

 

 

図-1 感情認識 AIによるレスポンス 
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図-2 撮影距離と顔の信頼性評価の関係 

 

3. 感情認識 AIによる表情分析結果の考察 

(1)撮影媒体から人物までの距離による信頼性評価 

図-2に示す通り，対象人物までの距離が遠くなる

ほど顔の信頼性評価が低下している．距離 1mで 88%

と最も高く，5mでは 68%程度の信頼性があることが

分かった．また，5~6mでの信頼性評価の低下度合い

が最も大きく，この区間での信頼性評価は全角度平

均で 23%ほど低下していた．このことから 5m 程度

が感情認識 AI を用いた歩行者の表情分析の精度に

関わる重要な距離であると考える．なお，8m以上離

れるとほぼ感情認識不可であった． 

(2)人物の撮影角度による信頼性評価 

図-3，図-4，図-5に角度別に，撮影距離と顔の信

頼性評価の関係を示す．上記の通り，5m程度が表情

分析の精度に関わる重要な距離であると考えられる

ため，1~5mの顔の信頼性評価をもとにすると，正面

で平均 81%，斜めで平均 73%，真横で平均 68%とい

う顔の信頼性評価が得られ，正面の顔の信頼性評価

が最も高いことが分かった． 

(3)状態による信頼性評価 

 1~5mの顔の信頼性評価をもとにし，人物の状態別

の顔の信頼性評価の全角度平均を算出した。帽子を

着用した状態で 81%と最も大きく，マスクを着用し

た状態で 57%と最も小さいといった結果が得られた。 

 

4. おわりに 

日によって異なる天候や撮影の時間帯，撮影媒体

の画質，撮影条件を変え，街路空間の実条件に近い状

況で，今後もより多くの画像データ取得，表情分析を

行い，感情認識 AIが分析可能な歩行者の条件を明確

にしていく．また，様々な表情を取得し，笑顔以外の

表情を街路評価として用いることができるのかを明

確にしていく． 

 

図-3 撮影距離と角度の関係(正面) 

 

 

図-4 撮影距離と角度の関係(斜め) 

 

 

図-5 撮影距離と角度の関係(真横) 
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